

























後から随分と時間を経てのことである（e.g. Curtis & Romney 2010）。
　言語科学における英語「ネイティブ」ディスコースの代表例としては、
言語学ディスコースの影響下にありときには応用社会言語学をも包含する
応用言語学 2）（e.g. Halliday et al. 1964; Krashen 1982; Selinker 1972）、主に一
言語のみを用いる「ネイティブスピーカー」に科学的権威を付与する言語




語論（e.g. Smith 1976; Jenkins 2015; Kachru 1982）がある。これらの研究領
域は、本質主義的な多文化主義とも合流し、言語の「ネイティブ」的地位
は、侵すべからざる言語権の中核に位置づけられ（e.g. Rannut, et al. 1994;
Skutnabb-Kangas & Phillipson 1989）、言語科学ではこれ以上の議論を受け
論文





（Baugh 1983b; Braine 1999; Nero 2010）。とりわけ、「ネイティブ─ノンネ
イティブ」パラダイムは、非白人諸集団を経済政治的に搾取する社会構造
の維持、再生産を可能にする。事実、「ネイティブ＝白人」「ノンネイティ
ブ＝非白人」という認識は社会に蔓延している（Curtis & Romney 2010; 
Kubota & Lin 2006）。その結果、とくに非白人集団に属する英語教育関係














はこの点に関して役割を演じることはない。（Center for Applied 


























































































という場合、そこには人種的要素が絡んでいる（Braine 1999; Kubota & Lin
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遍性を与え、それらを唯一の合理的かつ普遍的に正当なものとし
て表現することになる。（Marx & Engels 2001 （1846）: 92, 94）
科学者は、文字通り自身の世界を構築しているのであり、それを
記述しているだけではない（中略）科学が大きな個人的執着を伴
































Kangus & Phillipson 1989）。言語科学を含む今日の科学は、18世紀以降常
に白人社会に利するディスコースの構築に腐心してきたこと（Smedley & 
Smedley 2012）、今日の人種主義がより巧妙で認識され難い「文化的人種










































い側面がある。まず、 1）、 3）、 4）、 5）すべてが 2）に収斂し、非欧
米社会とその諸言語を蔑む姿勢も関与し、基本的には英語以外の能力を有
しない「ネイティブスピーカー」をモデルそして教員として理想化してい




























































































していた（Arnove 1980; 源 2019, 2020; Smedley & Smedley 2012）。ちょうど
その頃、変形生成文法で言語学界を一世風靡したノーム・チョムスキーは、
まずはSyntactic Structures（1957）、その数年後、米国社会言語学が誕生し














































































































れていない（Nero 2010; Kubota & Lin 2006）6）。現在も英語の所有権は白人
にあることに変わりはない。
　世界諸英語論の使命は学術界、経済界、政界等社会全般に蔓延する「ネ
イティブスピーカー」信仰を打破することにある（e.g. Kachru 1982; 
Kirkpatrick 2007; Jenkins 2015; Smith 1976）。世界諸英語論は、それが批判
対象とする伝統的な言語学が構築してきたディスコースの一部「内心円





























に関心が向けられ（e.g. Kachru 1982; Smith 1976）、それ以降も、差別され
る変種としての議論対象はアジア、アフリカ諸変種であり、内容構成はこ




























































（ethnicity）」（Miles & Brown 2003）でこの現象を捉えようとする。これは、
人種さらには民族を捨象し集団カテゴリーとして階級を強調した、あるい
は、それらを階級の下位範疇として矮小化したアメリカ社会言語学を構築
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